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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シート平面を二次元方向に細分区画する隔壁と、該隔壁により区画された各領域に配置さ
れた多孔性構造体とから構成され、該隔壁の平均密度が０．６ｇ／ｃｍ3以上で、該多孔
性構造体の平均密度が１．０ｇ／ｃｍ3以下（但し、隔壁の平均密度＞多孔性構造体の平
均密度の関係を満たす）である複合材料シート。
【請求項２】
隔壁の平均密度が１～２０ｇ／ｃｍ3の範囲にある請求項１に記載の複合材料シート。
【請求項３】
隔壁が、金属、プラスチックおよび／またはセラミックから形成されている請求項２に記
載の複合材料シート。
【請求項４】
多孔性構造体の平均密度が０．１～０．５ｇ／ｃｍ3の範囲にある請求項１に記載の複合
材料シート。
【請求項５】
多孔性構造体が多孔性有機高分子物質構造体である請求項４に記載の複合材料シート。
【請求項６】
多孔性構造体が配置された各区画の開口部の面積の平均値が０．００１～５ｍｍ2の範囲
にある請求項１に記載の複合材料シート。
【請求項７】
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多孔性構造体が配置された区画の密度の平均値が１０～１００００個／ｃｍ2の範囲にあ
る請求項１に記載の複合材料シート。
【請求項８】
多孔性構造体のシートの表側の表面そして裏側の表面の内の少なくとも一方が、当該表面
に接する隔壁の表面よりもシート内部側に後退していることを特徴とする請求項１乃至７
のうちのいずれかの項に記載の複合材料シート。
【請求項９】
多孔性構造体に、生体起因物質もしくはその複製物と生化学特異的結合を形成するプロー
ブ分子が付着していることを特徴とする請求項１乃至８のうちのいずれかの項に記載の複
合材料シート。
【請求項１０】
プローブ分子が、オリゴヌクレオチドもしくはポリヌクレオチドである請求項９に記載の
複合材料シート。
【請求項１１】
シート平面を二次元方向に細分区画する隔壁と、該隔壁により区画された各領域に配置さ
れた多孔性構造体とから構成され、該隔壁の平均密度が０．６ｇ／ｃｍ3以上で、該多孔
性構造体の平均密度が１．０ｇ／ｃｍ3以下（但し、隔壁の平均密度＞多孔性構造体の平
均密度の関係を満たす）である複合材料シートの各多孔性構造体に、多数本の一本鎖のプ
ローブ核酸断片を付着させた検出用シートを用意する工程；該検出用シートに、放射性物
質で標識された一本鎖核酸断片試料を液相にて接触させ、複合材料シートのプローブ核酸
断片に対して相補性を持つ放射性標識核酸断片試料を、ハイブリダイゼーションを介して
、該プローブ核酸断片に結合させることにより、複合材料シートに固定させる工程；複合
材料シートから未固定の核酸断片試料を除去する工程；該処理を施した複合材料シートを
、蓄積性蛍光体シートに重ね合わせて、該複合材料シートに結合固定された放射性標識核
酸断片試料の放射性標識から発せられる放射線エネルギーを蓄積性蛍光体シートに吸収蓄
積させる工程；放射線エネルギーを吸収蓄積した蓄積性蛍光体シートに励起光を照射して
、該蓄積性蛍光体シートから輝尽発光光を発生させる工程；該輝尽発光光を集光し、この
集光光を光電変換により電気信号に変換する工程；そして、該電気信号を処理することに
より、プローブ核酸断片に体する核酸断片試料の結合情報を検出する工程からなる相補性
核酸断片の検出方法。
【請求項１２】
複合材料シートとして、多孔性構造体のシートの表側の表面そして裏側の表面の内の少な
くとも一方が、当該表面に接する隔壁の表面よりもシート内部側に後退している複合材料
シートを用いることを特徴とする請求項１１に記載の相補性核酸断片の検出方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、生化学的特異的結合反応に基づく各種の生体関連物質の分析に有利に利用され
る生体関連物質分析用の複合材料シートに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、生物学や医学の分野において遺伝子解析を行なうために、マクロアレイおよびマイ
クロアレイなどと呼ばれる分析用具が広範に用いられている。いずれも生化学的特異的結
合反応の一種であるハイブリダイゼーションを利用して、ＤＮＡ、ＲＮＡなどの核酸もし
くはその断片あるいはそれらの複製物を検出して解析するための分析用具である。前者の
マクロアレイは、ポリアミド樹脂などを材料とする多孔性のシートからなり、それを用い
た検出解析は、多数のＤＮＡ断片などの核酸断片（プローブ分子）を多孔性シートの細孔
に絡ませるようにして固定し、解析対象（ターゲット分子）としてラジオアイソトープ（
ＲＩ）などの放射性物質で標識した試料核酸断片を用いて行われている。一方、後者のマ
イクロアレイは、表面処理されたスライドガラスなどの固相担体からなり、その検出解析
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は通常、固相担体表面にプローブ分子を固定し、ターゲット分子として蛍光物質で標識し
た試料核酸断片を用いて行なわれる。ただし、マクロアレイとの名称とマイクロアレイと
の名称との使い分けは、一般には、必ずしも厳密になされてはいないようである。
【０００３】
マクロアレイによる遺伝子解析は、従来のオートラジオグラフィー技術を利用して簡便に
実施することができるところに利点がある。
【０００４】
上記マクロアレイを用いるＤＮＡなどの核酸の解析は通常、下記の方法により実施される
。
（１）まず、複数種の核酸断片について、多数の一本鎖核酸断片（プローブ分子；通常は
、その塩基配列が既知であるものを用いる）を用意し、それぞれを含む水溶液を、スポッ
タを用いてマクロアレイ上に、高密度かつマトリックス状に順次点着することにより、プ
ローブ分子を多孔性シートの点着位置の細孔に絡ませるように付着させ、ドット状の多数
のプローブ分子スポットを形成させる。
（２）次に、解析対象の核酸断片試料について放射性同位元素（ＲＩ：32Ｐ、33Ｐなど）
で標識して調製した放射性標識一本鎖核酸断片試料を、このマクロアレイに液相にて接触
させて（例えば、特定の容器を用いて放射性標識核酸断片試料の水溶液中にマクロアレイ
を浸漬する）、検出対象のターゲット分子をプローブ分子とハイブリダイゼーションさせ
て結合固定させる。すなわち、核酸断片試料中の、プローブ分子と相補的な塩基配列をも
つターゲット分子を、スポットのプローブ分子と相補的に結合（ハイブリダイズ）させる
。
（３）次いで、マクロアレイから、ハイブリダイズしなかった放射性標識核酸断片試料を
洗浄除去する。
（４）洗浄乾燥したマクロアレイを放射線感受性写真フィルムと重ね合わせ、オートラジ
オグラフィーを利用して、放射性標識ターゲット分子からの放射線を検出することにより
、各プローブ分子についてのハイブリダイゼーションによるターゲット分子の結合情報（
結合の有無や強度など）を検出する。
（５）ターゲット分子が結合したプローブ分子の塩基配列が既知であれば、相補性の原理
を利用することによりターゲット分子の少なくとも一部の塩基配列が決定される。
すなわち、このような技術を利用して、特定の遺伝子の発現、変異、多型性などを多数の
遺伝子について同時に解析することができる。
【０００５】
これまでに、放射性標識した生物試料や生体高分子を対象とする一般的なオートラジオグ
ラフィーにおいて、放射線写真フィルムを用いる方法の代わりに、放射線像変換パネル（
イメージングプレート、あるいは蓄積性蛍光体シートともいう）を用いる放射線画像記録
再生方法が開発されている。この放射線画像記録再生方法は、Ｘ線などの放射線の照射を
受けると放射線エネルギーの一部を吸収蓄積し、そののち可視光線や赤外線などの電磁波
（励起光）の照射を受けると蓄積した放射線エネルギーに応じて輝尽発光を示す性質を有
する蓄積性蛍光体（例、輝尽性蛍光体）を使用するものであり、蓄積性蛍光体を含有する
シート状の蓄積性蛍光体シートに、被検体を透過したあるいは被検体から発せられた放射
線を照射して被検体の放射線画像情報を一旦蓄積記録した後、該蓄積性蛍光体シートにレ
ーザ光などの励起光を走査して順次輝尽発光光として放出させ、そしてこの輝尽発光光を
光電的に読み取って電気的画像信号（デジタル信号）を得、次いで得られたデジタル信号
を、そのままで、あるいは種々の信号処理を施した後、可視画像化するなどして再生した
り、適当な記録媒体に保存することからなる。
【０００６】
上記の蓄積性蛍光体シートを用いる放射線画像記録再生方法を利用するオートラジオグラ
フィーは、放射性物質標識試料からの放射線量が極微量であっても、高感度でその放射線
画像を得ることができる、画像情報がデジタル信号として得られるので画像処理や保存が
容易となる、など数々の利点があるため、現在では重要なオートラジオグラフィー技術と
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なっている。
【０００７】
放射性標識したターゲット分子からの放射線を測定する方法として、上記の蓄積性蛍光体
シートを用いる方法が既に提案されている。例えば、Human Molecular Genetics, 1999, 
Vol.8, No.9, 1715-1722には、多孔性シートの表面にＤＮＡ断片（プローブ分子）を多数
個のスポットとして固定し、このＤＮＡ断片と相補性を有する放射性標識ＤＮＡ断片試料
とを多孔性シートの上でハイブリダイズさせ、そののち、この多孔性シートと蓄積性蛍光
体シートとを積層し、オートラジオグラフィーを行なうことによって、ターゲット分子を
検出できることが記載されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
上記のマクロアレイなどの多孔性シートを用いる遺伝子解析では、蓄積性蛍光体シートを
用いるオートラジオグラフィーを利用することにより、高い感度で放射性標識したターゲ
ット分子を検出することが可能となる。しかしながら、多孔性シートにプローブ分子溶液
を点着固定する際に、プローブ分子の付着領域が多孔性シートの平面方向に拡散しやすい
ため、多孔性シート上に形成されるスポットの密度（単位面積当りの個数）を余り高くす
ることができない。また、プローブ分子の付着領域が多孔性シート上で拡散すると、プロ
ーブ分子にハイブリダイズするターゲット分子の結合固定領域も同様に広がるので、その
放射性標識ターゲット分子を担持した多孔性シートとの積層露光を行なった蓄積性蛍光体
シートをレーザ光で励起し、輝尽発光を読み取って、放射性標識ターゲット分子が結合固
定されたプローブ分子スポットを検知する作業において、ノイズが大きくなりやすい。ま
たさらに、ターゲット分子が、ハイブリダイズを介せずに、多孔性シートに単に付着する
ことによって多孔性シートのスポット間に付着して残ることも多く、このような場合にも
、同様にノイズが発生する。
【０００９】
従って、本発明は、検出対象物質の高精度かつ高効率の検出を可能にする生体関連物質分
析用の複合材料シートを提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、オートラジオグラフィーを利用する生体関連物質分析用の多孔性シートにつ
いて研究を重ねた結果、多孔性シートを放射線の透過を妨げる隔壁によって区画して、多
数の開口領域を形成させ、その開口領域に多孔性構造体を充填させる構造とした複合材料
シートとすることにより、複合材料シートにプローブ分子溶液を点着した際に、プローブ
分子を多孔性構造体領域にのみ固定することが可能となり、その結果、点着時におけるプ
ローブ分子の拡散が防止でき、従って得られる放射線画像のノイズを低減することができ
ること、そして、このような構成をとることによって、従来方法における点着により形成
されるプローブ分子スポットに対応する多孔性物質充填領域を高密度で設けることができ
ることを見い出した。さらに、隔壁を高密度材料から形成することにより、各多孔性構造
体に固定されたプローブ分子にハイブリダイズした放射性標識ターゲット分子からの放射
線の透過をこの隔壁によって有効に遮蔽でき、これによっても分解能の高い放射線画像が
得られることを見い出し、本発明に到達したものである。
【００１１】
本発明は、放射性物質で標識した生体起因物質もしくはその複製物を生化学特異的結合反
応を利用して検出解析するために有利に利用される複合材料シートであって、シート平面
を二次元方向に細分区画する隔壁と、該隔壁により区画された各領域に配置された多孔性
構造体とから構成され、該隔壁の平均密度が０．６ｇ／ｃｍ3以上、該多孔性構造体の平
均密度が１．０ｇ／ｃｍ3以下である（ただし、隔壁の平均密度＞多孔性構造体の平均密
度の関係を満たす）にある複合材料シートにある。
【００１２】
本発明はまた、シート平面を二次元方向に細分区画する隔壁と、該隔壁によって区画され
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た各領域に配置された多孔性構造体とから構成され、該隔壁の平均密度が０．６ｇ／ｃｍ
3以上で、該多孔性構造体の平均密度が１．０ｇ／ｃｍ3以下（但し、隔壁の平均密度＞多
孔性構造体の平均密度の関係を満たす）であり、そして多孔性構造体のシートの表側の表
面そして裏側の表面の少なくとも一方が、当該表面に接する隔壁の表面よりもシート内部
側に後退していることを特徴とする複合材料シートにもある。
【００１３】
本発明はまた、シート平面を二次元方向に細分区画する隔壁と、この隔壁により区画され
た各領域に配置された多孔性構造体とから構成され、該隔壁の平均密度が０．６ｇ／ｃｍ
3以上で、該多孔性構造体の平均密度が１．０ｇ／ｃｍ3以下（但し、隔壁の平均密度＞多
孔性構造体の平均密度の関係を満たす）である複合材料シートの各多孔性構造体に、多数
本の一本鎖のプローブ核酸断片を付着（固定ともいう）させた検出用シートを用意する工
程；該検出用シートに、放射性物質で標識された一本鎖核酸断片試料を液相にて接触させ
、複合材料シートのプローブ核酸断片に対して相補性を持つ放射性標識核酸断片試料を、
ハイブリダイゼーションを介して該プローブ核酸断片に結合させることにより、複合材料
シートに固定させる工程；複合材料シートから未固定の核酸断片試料を除去する工程；該
処理を施した複合材料シートを、蓄積性蛍光体シートに重ね合わせて、該複合材料シート
に結合固定された放射性標識核酸断片試料の放射性標識から発せられる放射線エネルギー
を蓄積性蛍光体シートに吸収蓄積させる工程；放射線エネルギーを吸収蓄積した蓄積性蛍
光体シートに励起光を照射して、該蓄積性蛍光体シートから輝尽発光光を発生させる工程
；該輝尽発光光を集光し、この集光光を光電変換により電気信号に変換する工程；そして
、該電気信号を処理することにより、プローブ核酸断片に体する核酸断片試料の結合情報
を検出する工程からなる相補性核酸断片の検出方法にもある。
【００１４】
本発明の検出方法において、検出対象となる生体に起因する物質には、生体から抽出、単
離などにより直接採取された物質、これに更に化学的処理や化学修飾などが施されたもの
、およびこれら生体由来の物質のＰＣＲ法などの複製技術を利用して得た複製物が含まれ
、その代表的な例としては、ポリヌクレオチド（ＤＮＡ、ＲＮＡ）、ペプチド核酸（ＰＮ
Ａ）などの核酸もしくはその断片；抗原、抗体、腫瘍マーカ、酵素、アブザイム、ホルモ
ン類およびその他の蛋白質を挙げることができる。
【００１５】
また、本発明で利用できる生化学的特異的結合反応には、前述した塩基配列の相補性によ
って生じるハイブリダイゼーション、および抗原－抗体反応などの免疫特異的結合が含ま
れ、更に特定の蛋白質間における立体構造などに基づく蛋白質特異的結合も含まれる。
【００１６】
本発明の複合材料シートの好ましい態様は、下記の通りである。
（１）隔壁の平均密度と多孔性構造体の平均密度との差が、０．１ｇ／ｃｍ3以上、特に
０．５ｇ／ｃｍ3以上、さらには、１．０ｇ／ｃｍ3以上である。
（２）隔壁の平均密度が、１ｇ／ｃｍ3以上で２０ｇ／ｃｍ3以下、特に好ましくは２ｇ／
ｃｍ3以上で１０ｇ／ｃｍ3以下である。
（３）多孔性構造体の平均密度が０．１～０．５ｇ／ｃｍ3の範囲にある。
（４）隔壁が、金属、プラスチックおよび／またはセラミックからなり、特に好ましくは
ニッケルおよび／またはニッケル合金からなる。
（５）多孔性構造体が、多孔性の有機高分子物質からなり、特に好ましくはポリアミドお
よび／またはセルロース誘導体からなる。
（６）多孔性構造体の開口部の面積が５ｍｍ2未満、より好ましくは１ｍｍ2未満、更に好
ましくは０．１ｍｍ2未満であり、そして０．００１ｍｍ2以上、特に好ましくは０．０１
ｍｍ2以上である。
（７）多孔性構造体の数（密度）が、１０個／ｃｍ2以上、より好ましくは１００個／ｃ
ｍ2以上、更に好ましくは１０００個／ｃｍ2以上であり、そして１０００００個／ｃｍ2

以下であり、好ましくは１００００個／ｃｍ2以下である。
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【００１７】
【発明の実施の形態】
本発明の複合材料シートは、そのシートを平面方向に沿って細分区画する特定の密度の隔
壁と、該隔壁により区画された領域に特定の密度を有する多孔性構造体とからなることを
特徴とするものである。
【００１８】
本発明の隔壁と多孔性構造体領域とからなる複合材料シートの構成を添付図面を参照しな
がら説明する。
【００１９】
図１は、本発明の複合材料シートの一例を概略的に示す斜視図であり、図２は図１におけ
るＩ－Ｉ線に沿った拡大部分断面図である。
【００２０】
図１および図２において、複合材料シートは、隔壁１１と、隔壁１１に囲まれた多孔性構
造体領域１２（斜線部分）とから構成される。多孔性構造体領域１２は微小な貫通孔であ
り、その開口部の面積は一般には５ｍｍ2未満である。多孔性構造体領域１２の開口部の
面積は、１ｍｍ2未満であることが好ましく、より好ましくは０．５ｍｍ2未満、更に好ま
しくは０．１ｍｍ2未満である。そして、好ましくは０．００１ｍｍ2以上、そして特に好
ましくは０．０１ｍｍ2以上である。
【００２１】
多孔性構造体領域１２のシートの表側表面と裏側表面の少なくとも一方は、図２に示され
ているように、その表面に隣接する隔壁表面よりもシート内部に向けて後退していること
が望ましい。このような構成により、該多孔性構造体領域へのプローブ分子溶液の点着が
容易となり、また一旦点着されたプローブ分子溶液の、隔壁表面への流出、そしてさらに
、他の多孔性構造体領域への流出を効果的に防ぐことができるためである。
【００２２】
多孔性構造体領域１２の数は、一般には５０個／ｃｍ2以上であり、好ましくは１００個
／ｃｍ2以上、より好ましくは５００個／ｃｍ2以上、更に好ましくは１０００個／ｃｍ2

以上であり、そして好ましくは１０００００個／ｃｍ2以下、そして特に好ましくは１０
０００個／ｃｍ2以下である。これらは全て、必ずしも、図１に示したように等間隔で設
けられている必要はなく、幾つかのブロックに別れてブロック毎に複数の充填領域が形成
されていてもよい。
【００２３】
本発明において、放射性標識した試料からの電子線などの放射線を効果的に遮蔽するため
に、隔壁１１は、その平均密度を０．６ｇ／ｃｍ3以上とすることが効果的である。隔壁
１１の平均密度は、好ましくは１～２０ｇ／ｃｍ3の範囲にあり、特に好ましくは２～１
０ｇ／ｃｍ3の範囲にある。電子線の透過距離は密度に反比例するので、放射性物質が32

Ｐ、33Ｐ、35Ｓ、14Ｃなどのような一般的な放射性同位元素（ＲＩ）であれば、隔壁の平
均密度をこの範囲とすることにより、各領域内の試料のＲＩからの電子線を隔壁で遮蔽し
て、電子線の透過、散乱による放射線画像の分解能の低下を防ぐことができる。
【００２４】
このような平均密度を有していて、本発明の複合材料シートに用いることができる隔壁の
構成材料としては、例えばニッケル、ニッケル合金などの金属、ポリアミド樹脂、アラミ
ド樹脂、ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリオレフィン樹脂（例、ポリエチレン樹脂
、ポリプロピレン樹脂）などのプラスチック材料、およびアルミナ、ジルコニア、マグネ
シア、石英などのセラミック材料を挙げることができる。
【００２５】
本発明において、核酸もしくはその断片、あるいは合成オリゴヌクレオチドなどのプロー
ブ分子を有効に固定するために、領域１２に充填される多孔性構造体は、その平均密度が
１．０ｇ／ｃｍ3以下（但し、多孔性構造体の平均密度は、隔壁の平均密度よりも小さく
する。好ましくは、０．５ｇ／ｃｍ2以下である）のものであり、好ましくは０．１ｇ／
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ｃｍ3以上である。
【００２６】
多孔性構造体は一般に、空隙率（体積比）が１０～９０％の範囲にあり、その空隙を構成
する微細孔の平均孔径は、０．１～５０μｍの範囲にある。
【００２７】
このような特性を有する多孔性構造体を形成しうる材料としては、酢酸セルロース、ニト
ロセルロースなどのセルロース誘導体；６－ナイロン、６，６－ナイロンなどのポリアミ
ド（ナイロン）；ポリテトラフルオロエチレン、ポリ弗化ビニリデンなどの弗素系ポリマ
ー；およびポリ塩化ビニル、ポリカーボネート、ポリスルホン、ポリエーテルスルホンか
らなる有機高分子材料；並びにセラミックなどの無機材料を挙げることができる。また、
所望により、これらの材料を併用することもできる。
【００２８】
本発明において、多孔性構造体領域１２の配列および開口部の形状は、図１に示したよう
な格子状の配列と円形の開口部に限定されるものではなく、領域１２の配列や形状などは
適宜変更することができる。
【００２９】
図３は、多孔性構造体領域の配列のバリエーションの例を示す上面図である。図３では、
多孔性構造体領域１２が隣接する列で互いに位置をずらして配置されている。
【００３０】
図４および図５はそれぞれ、多孔性構造体領域の開口部の形状のバリエーションの例を示
す上面図である。図４では、多孔性構造体領域１２の開口部は四角形である。図５では、
領域１２の開口部は三角形である。
【００３１】
この他にも、多孔性構造体領域はランダムに配置されていてもよいし、その開口部は楕円
形、または六角形などの多角形であってもよい。さらに、細長い長方形の多孔性構造体領
域をストライプ状に設けて、隔壁により一次元方向にのみ区画化することも可能である。
【００３２】
本発明の複合材料シートは、例えば次のような方法を利用して製造することができる。
まず、前記の隔壁材料を用いて、所望の隔壁形状を有する基板を作製する。例えば、隔壁
材料が金属である場合には、電鋳法により鋳型に金属を電着させて多数の孔の開いた基板
を作製することができる。隔壁材料がプラスチックである場合には、プラスチック原料を
溶解した塗布液の塗布乾燥などによりプラスチックシートを作製した後、これをドライエ
ッチング等のリソグラフィー、あるいはＬＩＧＡプロセス、エキシマレーザ等を用いるレ
ーザ加工法を利用してエッチング処理することにより、多数の孔を所望の形状で形成する
ことができる。隔壁材料がセラミックである場合には、セラミック原料のスラリーをシー
ト状の成形体に加圧成形した後、この成形体にレーザ加工法などのエッチング処理により
多数の孔を形成することができる。
【００３３】
次いで、前記の多孔性構造体形成用材料を適当な溶媒に溶解または分散して、該材料の溶
液または分散液を調製した後、これを上記基板の各孔に注入し、乾燥することにより、乾
燥膜の形中に微細孔を形成して多孔性とすることができる。なお、ナイロンの場合には水
によってポリマーが収縮するので、非水系の溶液を孔に注入、乾燥して膜を形成した後、
シートを水溶液に浸漬して膜中に微細孔を形成する。セラミックの場合には、予め所望の
微細孔が形成されたセラミック原料を用いて分散液を調製する。あるいは、複合材料シー
トは、多数の微細孔を有する隔壁材料シートに、別に調製した多孔性シートを圧入する方
法を利用しても製造することができる。
このようにして、図１および２に示したような、微細孔を持つ基板の各孔部に多孔性構造
体が充填された複合材料シートを製造することができる。
【００３４】
本発明の複合材料シートに固定されるプローブ分子としては、例えば、従来よりマクロア
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レイのプローブ分子として使用可能な各種のポリヌクレオチドおよびオリゴヌクレオチド
を用いることができる。例えば、ｃＤＮＡ（ｍＲＮＡを鋳型にして合成した相補的ＤＮＡ
）、ｃＤＮＡの一部、ＥＳＴなどのＰＣＲ法によって増幅して調製したポリヌクレオチド
（「ＰＣＲ産物」）、および合成したオリゴヌクレオチドを挙げることができる。また、
ＤＮＡのホスホジエステル結合をペプチド結合に変換した人工核酸、すなわちペプチド核
酸（ＰＮＡ）、もしくはそれらの誘導体であってもよい。さらに、抗原、抗体など生化学
的特異的結合を生じうる蛋白質も用いることが可能である。
【００３５】
プローブ分子とターゲット分子との具体的な組合せの例としては、ＤＮＡ（ＤＮＡ、もし
くはその断片、またはオリゴＤＮＡ）とＤＮＡ、ＤＮＡとＲＮＡ、ＰＮＡとＤＮＡまたは
ＲＮＡ、ＰＮＡとＰＮＡ、抗原と抗体、アビジンとビオチンなどを挙げることができる。
【００３６】
本発明の複合材料シートを用いて、生体高分子物質あるいはその断片、もしくはその複製
物などの検出する方法としては、通常、該複合材料シートの各多孔性構造体のそれぞれに
プローブ分子を点着して付着させた放射性標識検出用シートを調製し、この放射性標識検
出用シートを、検出対象の化合物に放射性標識を結合させて得た放射性標識ターゲット分
子に水の存在下で接触させて、該シート上にてハイブリダイゼーションを行なわせたのち
、該検出用シートと放射線感光性写真フィルムあるいは蓄積性蛍光体シート（放射線像変
換パネル）と重ね合わせて、オートラジオグラフィーを行なう方法が一般的に利用される
。オートラジオグラフィーは、検出操作が室温で実施可能であり、そして検出感度が高い
ことなどの利点を持つ蓄積性蛍光体シートを用いて行なうことが望ましい。
【００３７】
蓄積性蛍光体シートについては、すでに各種の刊行物に記載されており、また蓄積性蛍光
体シートを用いるオートラジオグラフィーについても実用化されている。
【００３８】
蓄積性蛍光体シートは通常、支持体の上に、蓄積性蛍光体粒子と結合剤とからなる蛍光体
層形成用分散液を塗布乾燥して蓄積性蛍光体層を形成し、次いでその蓄積性蛍光体層の上
に保護層を設ける方法によって製造される。なお、蓄積性蛍光体層は、別に独立して蓄積
性蛍光体シートを製造し、これを支持体の上に貼りつける方法によっても、支持体上に形
成することができる。
【００３９】
蓄積性蛍光体としては、波長が４００～９００ｎｍの範囲の励起光の照射により、３００
～５００ｎｍの波長範囲に輝尽発光を示す輝尽性蛍光体が好ましい。そのような輝尽性蛍
光体の例は、特開平２－１９３１００号公報および特開平４－３１０９００号公報に詳し
く記載されている。好ましい輝尽性蛍光体としては、ユーロピウムあるいはセリウムによ
って付活されているアルカリ土類金属ハロゲン化物系蛍光体（例、ＢａＦＢｒ：Ｅｕ、お
よびＢａＦ（Ｂｒ，Ｉ）：Ｅｕ）、そしてセリウム付活希土類オキシハロゲン化物系輝尽
性蛍光体を挙げることができる。
【００４０】
これらのうちでも、基本組成式（Ｉ）：
ＭIIＦＸ：ｚＬｎ　　　　　　　　　　　　　‥‥（Ｉ）
で代表される希土類付活アルカリ土類金属弗化ハロゲン化物系輝尽性蛍光体は特に好まし
い。ただし、ＭIIはＢａ、Ｓｒ及びＣａからなる群より選ばれる少なくとも一種のアルカ
リ土類金属を表し、ＬｎはＣｅ、Ｐｒ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｅｒ、Ｔ
ｍ及びＹｂからなる群より選ばれる少なくとも一種の希土類元素を表す。Ｘは、Ｃｌ、Ｂ
ｒ及びＩからなる群より選ばれる少なくとも一種のハロゲンを表す。ｚは、０＜ｚ≦０．
２の範囲内の数値を表す。
【００４１】
上記基本組成式（Ｉ）中のＭIIとしては、Ｂａが半分以上を占めることが好ましい。Ｌｎ
としては、特にＥｕ又はＣｅであることが好ましい。また、基本組成式（Ｉ）では表記上
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Ｆ：Ｘ＝１：１のように見えるが、これはＢａＦＸ型の結晶構造を持つことを示すもので
あり、最終的な組成物の化学量論的組成を示すものではない。一般に、ＢａＦＸ結晶にお
いてＸ-イオンの空格子点であるＦ+（Ｘ-）中心が多く生成された状態が、６００～７０
０ｎｍの光に対する輝尽効率を高める上で好ましい。このとき、ＦはＸよりもやや過剰に
あることが多い。
【００４２】
なお、基本組成式（Ｉ）では省略されているが、必要に応じて下記のような添加物を基本
組成式（Ｉ）に加えてもよい。
ｂＡ，　ｗＮI，　ｘＮII，　ｙＮIII

ただし、ＡはＡｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2及びＺｒＯ2などの金属酸化物を表す。ＭIIＦＸ粒子同士
の焼結を防止する上では、一次粒子の平均粒径が０．１μｍ以下の超微粒子でＭIIＦＸと
の反応性が低いものを用いることが好ましい。ＮIは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓか
らなる群より選ばれる少なくとも一種のアルカリ金属の化合物を表し、ＮIIは、Ｍｇ及び
／又はＢｅからなるアルカリ土類金属の化合物を表し、ＮIIIは、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｔ
ｌ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｇｄ及びＬｕからなる群より選ばれる少なくとも一種の三価金属の
化合物を表す。これらの金属化合物としては、特開昭５９－７５２００号公報に記載のよ
うなハロゲン化物を用いることが好ましいが、それらに限定されるものではない。
【００４３】
また、ｂ、ｗ、ｘ及びｙはそれぞれ、ＭIIＦＸのモル数を１としたときの仕込み添加量で
あり、０≦ｂ≦０．５、０≦ｗ≦２、０≦ｘ≦０．３、０≦ｙ≦０．３の各範囲内の数値
を表す。これらの数値は、焼成やその後の洗浄処理によって減量する添加物に関しては最
終的な組成物に含まれる元素比を表しているわけではない。また、上記化合物には最終的
な組成物において添加されたままの化合物として残留するものもあれば、ＭIIＦＸと反応
する、あるいは取り込まれてしまうものもある。
【００４４】
その他、上記基本組成式（Ｉ）には更に必要に応じて、特開昭５５－１２１４５号公報に
記載のＺｎ及びＣｄ化合物；特開昭５５－１６００７８号公報に記載の金属酸化物である
ＴｉＯ2、ＢｅＯ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ、ＺｎＯ、Ｙ2Ｏ3、Ｌａ2Ｏ3、Ｉｎ2

Ｏ3、ＧｅＯ2、ＳｎＯ2、Ｎｂ2Ｏ5、Ｔａ2Ｏ5、ＴｈＯ2；特開昭５６－１１６７７７号公
報に記載のＺｒ及びＳｃ化合物；特開昭５７－２３６７３号公報に記載のＢ化合物；特開
昭５７－２３６７５号公報に記載のＡｓ及びＳｉ化合物；特開昭５９－２７９８０号公報
に記載のテトラフルオロホウ酸化合物；特開昭５９－４７２８９号公報に記載のヘキサフ
ルオロケイ酸、ヘキサフルオロチタン酸、及びヘキサフルオロジルコニウム酸の１価もし
くは２価の塩からなるヘキサフルオロ化合物；特開昭５９－５６４８０号公報に記載のＶ
、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ及びＮｉなどの遷移金属の化合物などを添加してもよい。さら
に、本発明においては上述した添加物を含む蛍光体に限らず、基本的に希土類付活アルカ
リ土類金属弗化ハロゲン化物系輝尽性蛍光体とみなされる組成を有するものであれば如何
なるものであってもよい。
【００４５】
上記基本組成式（Ｉ）で表される希土類付活アルカリ土類金属弗化ハロゲン化物系蓄積性
蛍光体は、通常は、アスペクト比が１．０乃至５．０の範囲にある。本発明の蓄積性蛍光
体シートに用いる蓄積性蛍光体粒子は、一般に、アスペクト比が１．０乃至２．０（好ま
しくは、１．０乃至１．５）の範囲にあり、粒子サイズのメジアン径（Ｄｍ）が１μｍ乃
至１０μｍ（好ましくは、２μｍ乃至７μｍ）の範囲にあり、そして粒子サイズ分布の標
準偏差をσとしたときのσ／Ｄｍが５０％以下（好ましくは、４０％以下）のものである
。また、粒子の形状としては、直方体型、正六面体型、正八面体型、１４面体型、これら
の中間多面体型および不定型粉砕粒子などがあるが、それらのうちでは１４面体型が好ま
しい。ただし、上記アスペクト比、粒子サイズおよび粒子サイズ分布を満たす蓄積性蛍光
体粒子であれば、必ずしも１４面体型でなくとも蓄積性蛍光体シートに用いることができ
る。
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【００４６】
上記の粒子状の蓄積性蛍光体を結合剤と共に適当な有機溶媒に分散溶解して、塗布液を調
製する。塗布液中での結合剤と蛍光体との比率は通常、１：１乃至１：１００（重量比）
の範囲の値となるようにする。この比率は、特に１：８乃至１：４０（重量比）の範囲に
あることが好ましい。蓄積性蛍光体粒子を分散支持する結合剤についても、様々な種類の
樹脂材料が知られており、本発明の蓄積性蛍光体シートの形成においても、それらの公知
の結合剤樹脂を中心とした任意の樹脂材料から適宜選択して用いることができる。この塗
布液を塗布、乾燥して、蓄積性蛍光体フィルムを得る。蛍光体の密度を更に高めるために
、得られた蓄積性蛍光体シートをカレンダー処理によって加熱圧縮することが好ましい。
【００４７】
蓄積性蛍光体シートの一方の側の表面には、励起光および／または輝尽発光光を反射する
材料からなる光反射層を設けることもできる。なお、蓄積性蛍光体シートに支持体が設け
られる場合には、光反射層は通常、支持体と蓄積性シートとの間に設けられる。光反射層
の付設により、励起光率および発光光の取り出し効率を高めることができ、結果として更
に高感度であって高画質とすることができる。
【００４８】
蓄積性蛍光体シートは、必ずしも支持体や保護膜を備えている必要はないが、蓄積性蛍光
体シートの搬送や取扱い上の便宜や特性変化の回避のために、すなわち耐久性や耐候性、
耐汚れ性を高めるために、支持体と保護膜とを備えていてもよい。さらに、支持体は透明
であってもよく、その場合には輝尽発光光の取り出しを蓄積性蛍光体シートの両側から行
う両面集光方式による読取方法に適している。
【００４９】
支持体は通常、柔軟な樹脂材料からなる厚みが５０μｍ乃至１ｍｍのシートあるいはフィ
ルムである。支持体は透明であってもよく、あるいは支持体に、励起光もしくは輝尽発光
光を反射させるための光反射性材料（例、アルミナ粒子、二酸化チタン粒子、硫酸バリウ
ム粒子）を充填してもよく、あるいは空隙を設けてもよい。または、支持体に励起光もし
くは輝尽発光光を吸収させるため光吸収性材料（例、カーボンブラック）を充填してもよ
い。支持体の形成に用いることのできる樹脂材料の例としては、ポリエチレンテレフタレ
ート、ポリエチレンナフタレート、アラミド樹脂、ポリイミド樹脂などの各種樹脂材料を
挙げることができる。必要に応じて、支持体は金属シート、セラミックシート、ガラスシ
ート、石英シートなどであってもよい。
【００５０】
保護膜は、励起光の入射や輝尽発光光の出射に殆ど影響を与えないように、透明であるこ
とが望ましく、また外部から与えられる物理的衝撃や化学的影響から蓄積性蛍光体シート
を充分に保護することができるように、化学的に安定でかつ高い物理的強度を持つことが
望ましい。保護膜としては、セルロース誘導体、ポリメチルメタクリレート、有機溶媒可
溶性フッ素系樹脂などのような透明な有機高分子物質を適当な溶媒に溶解して調製した溶
液を蛍光体層の上に塗布することで形成されたもの、あるいはポリエチレンテレフタレー
トなどの有機高分子フィルムや透明なガラス板などの保護膜形成用シートを別に形成して
蛍光体層の表面に適当な接着剤を用いて設けたもの、あるいは無機化合物を蒸着などによ
って蛍光体層上に成膜したものなどが用いられる。また、保護膜中には酸化マグネシウム
、酸化亜鉛、二酸化チタン、アルミナ等の光散乱性微粒子、パーフルオロオレフィン樹脂
粉末、シリコーン樹脂粉末等の滑り剤、およびポリイソシアネート等の架橋剤など各種の
添加剤が分散含有されていてもよい。保護膜の膜厚は一般に約０．１μｍ乃至２０μｍの
範囲にある。
【００５１】
保護膜の表面にはさらに、保護膜の耐汚染性を高めるためにフッ素樹脂塗布層を設けても
よい。フッ素樹脂塗布層は、フッ素樹脂を有機溶媒に溶解（または分散）させて調製した
フッ素樹脂溶液を保護膜の表面に塗布し、乾燥することにより形成することができる。フ
ッ素樹脂は単独で使用してもよいが、通常はフッ素樹脂と膜形成性の高い樹脂との混合物
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として使用する。また、ポリシロキサン骨格を持つオリゴマーあるいはパーフルオロアル
キル基を持つオリゴマーを併用することもできる。フッ素樹脂塗布層には、干渉むらを低
減させて更に放射線画像の画質を向上させるために、微粒子フィラーを充填することもで
きる。フッ素樹脂塗布層の層厚は通常は０．５μｍ乃至２０μｍの範囲にある。フッ素樹
脂塗布層の形成に際しては、架橋剤、硬膜剤、黄変防止剤などのような添加成分を用いる
ことができる。特に架橋剤の添加は、フッ素樹脂塗布層の耐久性の向上に有利である。
【００５２】
蓄積性蛍光体シートの構成としては多様な構成が知られており、例えば、接着層、着色層
、帯電防止層、励起光反射層、輝尽発光光反射層などの補助層を設ける構成も知られてい
る。本発明において用いる蓄積静蛍光体シートは、必要に応じて、それらの補助層を付設
してもよい。
【００５３】
蓄積性蛍光体シートは一般に、上述のように、その下側表面に支持体が設けられ、上側表
面に保護膜が設けられた基本構成を有する。また、蓄積性蛍光体シートは通常、蓄積性蛍
光体粒子と、これを分散状態で含有支持する結合剤とからなる。ただし、蓄積性蛍光体シ
ートとしては、蒸着法や焼結法などによって形成される結合剤を含まないで蓄積性蛍光体
の凝集体からなるものや、この蓄積性蛍光体の凝集体の間隙に高分子物質を浸透させたも
のも知られている。
【００５４】
蓄積性蛍光体シートを用いるオートラジオグラフィーは、放射性標識ターゲット分子がハ
イブリダイゼーションにより固定されている複合材料シート（検出用シート）と蓄積性蛍
光体シートを積層し、積層状態で、例えば、０～３０℃にて一定時間（例、１時間～１２
０時間）保存することにより行なう。蓄積性蛍光体シートに、検出用シート上の放射性物
質から発せられる放射線エネルギーがその位置情報と共に吸収記録（蓄積）される。この
ようなオートラジオグラフィー操作により、複合材料シートからの放射線エネルギーを、
その位置情報とともに吸収蓄積して内部に潜像が形成された蓄積性蛍光体シートは、次に
放射線画像形成工程に掛けることにより、画像の可視化（あるいはデジタル画像情報のデ
ータ形成）ができる。
【００５５】
図６は、上記のオートラジオグラフィー操作を行なった蓄積性蛍光体シートを用いた本発
明の放射線画像形成方法について説明するための概略図である。
【００５６】
まず、放射性標識ターゲット分子が結合固定された複合材料シート（検出用シート）と蓄
積性蛍光体シートとの積層体から蓄積性蛍光体シートを引き剥がし、これを図６の放射線
画像読取装置に装填する。
【００５７】
図６において、蓄積性蛍光体シート１３は、二組のニップローラからなる移送手段３１、
３２により矢印の方向に移送される。一方、レーザビーム等の励起光３３は、蓄積性蛍光
体シート１３の保護層側表面（蓄積性蛍光体層側表面）より照射される。励起光３３の照
射を受けた蓄積性蛍光体シート１３の蓄積性蛍光体層内の領域からは、蓄積されたエネル
ギーレベルに応じた（すなわち、潜像として記録された放射線のエネルギー分布情報を持
った）輝尽発光光３４が発せられる。輝尽発光光３４は、直接あるいはミラー３９で反射
されて、上方に設けられた集光ガイド３５により集光され、その集光ガイド３５の基部に
備えられた光電変換装置（フォトマルチプライヤ）３６にて電気信号に変換され、増幅器
３７で増幅され信号処理装置３８に送られる。
【００５８】
信号処理装置３８では、増幅器３７から送られてきた電気信号について、目的とする放射
線画像の種類や放射線像変換パネルの特性に基づいて予め決められている加算、減算など
の適当な演算処理を行い、処理後の信号を画像信号として送り出す。
【００５９】
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送り出された画像信号は画像再生装置（図示なし）にて可視画像として再生され、これに
より複合材料シートに関する放射線の空間的エネルギー分布に対応した画像が再構成され
る。再生装置は、ＣＲＴ等のディスプレイ手段であってもよいし、感光フィルムに光走査
記録を行う記録装置であってもよいし、あるいはまた、そのために画像信号を一旦光ディ
スク、磁気ディスク等の画像ファイルに記憶させる装置に置き換えられてもよい。
【００６０】
一方、蓄積性蛍光体シート１３は、ニップローラ３１、３２により矢印の方向にさらに移
動していき、読取工程に供されたシートの領域は、次いで、ナトリウムランプ、蛍光灯、
赤外線ランプ等の消去光源（図示なし）を利用する消去工程に供される。これにより、読
取工程の後もなおパネルに残存している蓄積エネルギーが放出除去され、次回の放射線画
像の記録（撮影）工程において、残存エネルギーによる潜像が悪影響を及ぼすことがない
ようにされる。この残存エネルギーの除去は、放射線画像の記録（撮影）工程の直前に行
なってもよく、あるいは放射線画像の記録（撮影）工程の前後の両時点で実施してもよい
。
【００６１】
なお、蓄積性蛍光体シートとして、励起光照射側表面に、該励起光に対する反射率がその
入射角増大に応じて増大し、一方では輝尽発光光に対する反射率がその入射角に依存する
ことない多層膜フィルタが付設されているものを用いて、放射線のエネルギー分布情報が
潜像として蓄積記録された蓄積性蛍光体シートをその平面方向に移送しながら、もしくは
励起光照射装置を蛍光体シートの平面方向に移動させながら、蛍光体シートに対して、励
起光を、ＬＤアレイ、ＬＥＤアレイ、蛍光導光シート等を用いて移送方向と直交する方向
に線状に照射し、蛍光体シートの励起光照射部分の潜像から放出される輝尽発光光を、多
数の固体光電変換素子を線状に配置してなるラインセンサ等を用いて逐次一次元的に光電
検出して、その放射線エネルギー分布情報を電気的画像信号として得る放射線画像情報読
取方法を利用することもできる。
【００６２】
【実施例】
［実施例１］
（１）微細開口部を持つ基板の作製
ニッケルを電鋳法により鋳型に電着させて多数の孔が形成された基板を作製した。基板は
、その大きさが４０ｍｍ×６０ｍｍ、厚みが０．２ｍｍであり、孔の総数は２４００個で
あり、孔の密度は１００個／ｃｍ2であった。各孔の開口部は円形であり、その面積は０
．０７ｍｍ2であった。基板（隔壁部分）の平均密度は８．８ｇ／ｃｍ3であった。
【００６３】
（２）多孔性構造体の形成
１５重量％のナイロン６を８３重量％のギ酸と２重量％の水に加え、室温で３時間混合し
、次いで５０℃で１時間混合溶解した後、室温まで冷却してポリマー溶液を調製した。こ
のポリマー溶液を孔開き基板の各孔に注入した後、乾燥して各孔に膜を形成した。次いで
、基板をギ酸水溶液（ギ酸２０重量％）に浸漬して膜中に多数の微細孔を形成して多孔性
とした。このようにして、ニッケル隔壁と多孔性のナイロン６充填領域とからなる、図１
と２に模式的に示した構成の複合材料シートを得た。
【００６４】
（３）複合材料シートの評価
複合材料シートのナイロン６多孔性構造体領域に、常法に従って一本鎖核酸断片（プロー
ブ分子）を点着により付着させた後、この複合材料シートを、該プローブ分子に相補性を
示す一本鎖核酸断片試料（ターゲット分子）に放射性標識を付けた試料分子の水溶液に浸
漬し、ハイブリダイゼーションを行なった。
次いで、複合材料シートを該水溶液から取り出し、水洗し、乾燥させ、次に、蓄積性蛍光
体シートと重ねあわせ、室温でのオートラジオグラフィー操作を行なった。オートラジオ
グラフィー操作後の蓄積性蛍光体シートについて、図６に示す放射線像再生装置を用いて
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放射線像再生処理を施したところ、複合材料シートの多孔性構造体領域（プローブ分子に
放射性標識ターゲット分子がハイブリダイゼーションにより結合固定された領域）の放射
線画像が、高感度かつ高精度にて得られた。
【００６５】
［実施例２］
（１）多孔性基板の作製
実施例１と同様にして、多数の孔が開いた基板を作製した。
【００６６】
（２）多孔性構造体の形成
７．５重量％の酢酸セルロース（酢化度：６０％）を、５４重量％のメチレンクロライド
と３５重量％のメタノールと３．５重量％の水に加え、室温で３時間混合し、次いで５０
℃で１時間混合溶解した後、室温まで冷却してポリマー溶液を調製した。このポリマー溶
液を、孔開き基板の各孔に注入した後、無風状態で５分間乾燥した。次いで、温度２５℃
および相対湿度６０％に調整した微風中で２０分間乾燥して、膜形成と同時に膜中に微細
孔を形成した。
こうして、ニッケル隔壁と多孔性の酢酸セルロース充填領域とからなり、図１と２に模式
的に示した構成を有する複合材料シートを得た。
【００６７】
（３）複合材料シートの評価
複合材料シートの酢酸セルロース多孔性構造体領域に、常法に従って一本鎖核酸断片（プ
ローブ分子）を点着により付着固定させたのち、この複合材料シートを、該プローブ分子
に相補性を示す一本鎖核酸断片試料（ターゲット分子）に放射性標識を付けた試料分子の
水溶液に浸漬し、ハイブリダイゼーションを行なわせた。
次いで、複合材料シートを該水溶液から取り出し、水洗し、乾燥させ、次に、蓄積性蛍光
体シートと重ねあわせ、室温でのオートラジオグラフィー操作を行なった。オートラジオ
グラフィー操作後の蓄積性蛍光体シートについて、図６に示す放射線像再生装置を用いて
放射線像再生処理を施したところ、複合材料シートの多孔性構造体領域（プローブ分子に
放射性標識ターゲット分子がハイブリダイゼーションにより結合固定された領域）の放射
線画像が、高感度かつ高精度にて得られた。
【００６８】
【発明の効果】
本発明の高密度隔壁により区画された多数の多孔性構造体領域から構成された複合材料シ
ートを生化学的特異的結合反応を利用する生体関連物質分析用の多孔性シートとして用い
ることにより、核酸断片などのプローブ分子を多孔性構造体領域に選択的に点着固定する
ことができ、これにより、プローブ分子溶液の点着時におけるプローブ分子の拡散を防ぐ
とともに、分析作業時に発生しやすい放射性標識ターゲット分子の拡散や非特異性の付着
も防いで、オートラジオグラフィーによって得られる放射線画像のノイズを低減すること
ができ、分解能の高い放射線画像を得ることができるため、生体物質の検出および解析の
精度を顕著に向上させることができる。
【００６９】
また、従来のスポットに相当する多孔性物質充填領域の単位面積当たりの数を増加させる
ことが可能となり、生体関連物質分析用の多孔性シートをこれまでよりも高密度化するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の複合材料シートの構成の一例を示す概略斜視図である。
【図２】図１におけるＩ－Ｉ線に沿った拡大部分断面図である。
【図３】多孔性物質充填領域の配列のバリエーションの例を示す上面図である。
【図４】多孔性物質充填領域の開口部の別の形状の例を示す上面図である。
【図５】多孔性物質充填領域の開口部の別の形状の例を示す上面図である。
【図６】オートラジオグラフィー操作を実施した後の蓄積性蛍光体シートから放射線像を
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再生するための装置の概念図である。
【符号の説明】
１１　隔壁
１２　多孔性構造体領域
１３　蓄積性蛍光体シート
３１　ニップローラ
３２　ニップローラ
３３　励起光
３４　輝尽発光光
３５　集光ガイド
３６　光電変換装置（フォトマルチプライヤ）
３７　増幅器
３８　信号処理装置
３９　ミラー

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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